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件  名  

平成３０年度 市民大学公開講座（秋学期）の開催について 

内  容  

   下関市立大学附属地域共創センターは、その活動の一つに、市民を対象に公開講座を

開設する地域教育活動を実施しています。この度、平成３０年度市民大学公開講座（秋

学期）を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

 

１．内 容 

  講座①については別紙のとおり。他の講座についても別紙参照。講座により内容が異なります。 

 ２．講 師 

  松本 義之 （下関市立大学経済学部 教授） 

  ３．日時等 

  日 時：平成３０年１０月１１日（木）１８：３０～２０：００ 

  場 所：下関市立大学 本学本館２階 Ⅰ-２０１教室 

  受講料：５００円 

  対 象：一般（高校生以上） 

  定 員：３０名（先着順） 

  申込締切：１０月１１日（木） 

  申込方法：住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、駐車場の要・不要、車のナンバー（学

内駐車希望者）を記載の上、はがき、ﾌｧｯｸｽもしくは E-mail にて。下関市立大学ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「公開

講座」内にも申込み様式の掲載あり。 

 ４．申込みおよびお問合せ先 

  下関市立大学附属地域共創センター 

  〒７５１-８５１０ 下関市大学町二丁目１番１号 

  電話：０８３-２５４-８６１３  ＦＡＸ：０８３-２５３-１６２２ 

  E-mail.：chiikikyoso@shimonoseki-cu.ac.jp 

問い合わせ先・担当者連絡先 

経営企画グループ長 地域共創班長 担当者 連絡先 

きしもとみつひろ たかしまちゆき みやもときよし 
083-254-8613 

岸本充弘 髙島千之 宮本起禎 

提出日 平成 30 年 9 月 20 日 
広報連絡先 

（経営企画班） 
Tel.083-254-8707 koho@shimonoseki-cu.ac.jp 

 

mailto:chiikikyoso@shimonoseki-cu.ac.jp
mailto:koho@shimonoseki-cu.ac.jp


Route Map

平成３０年度（2018年度）

下関市立大学
市民大学公開講座
受講生募集（秋学期）

下関市立大学　公開講座

大学HP http://www.shimonoseki-cu.ac.jp/

検索

WEBからの
お申込みもできます。

生野小学校前 ●ゆめマート

●ローソン

セブン●
イレブン　

●　

●セブンイレブン

●吉野家

大学町
2丁目

大学町

下関市立大学

258

248

幡生駅

JR幡生駅

幡生口

山の田西中国信用金庫
山の田支店

山口銀行
山の田支店

旭

山の田
交差点

●　

下関東郵便局

●　

Click

申込方法 裏面「申込について」を参照の上、
はがき ・ 郵送 ・ ファックスにて
お申込みください。

場 所 下関市立大学内
下関市大学町二丁目1番1号

送 付 先 下関市立大学附属
地域共創センター
〒751-8510 下関市大学町二丁目1番1号
FAX 083-253-1622

申込締切 各講座により異なります。
※詳細は講座毎に記載しています。

申 込 に つ い て
●申込方法 ○はがきでお申込みの場合は、下記申込書の内容をすべてご記入の上、下記送付先へ郵送

ください。
○郵送・ファックスでお申込みの場合は、下記申込書をご記入の上、送付ください。
○下関市立大学ホームページ「公開講座」からのお申込みもできます。

●受講者の決定 受講者の決定については、先着順といたしますのでご了承ください。受講決定者には、決定通知・
駐車許可証（希望者のみ）を送付いたします。

●受講料 受講料は、受講時にご用意ください。
原則として、一度お支払いいただいた受講料は払い戻しできませんのでご了承ください。

●駐車場 下関市立大学内へ入構する場合は駐車許可証が必要となります。申込の際、駐車許可証の
発行が必要な場合はお知らせください。なお、駐車場の数が限られておりますので、出来るだけ
公共の交通機関をご利用ください。

●申込書送付先
　及び連絡先

〒751-8510 下関市大学町二丁目１番１号
下関市立大学附属地域共創センター　市民大学公開講座　係
TEL　083-254-8613　FAX　083-253-1622　メール chiikikyoso@shimonoseki-cu.ac.jp

平成30年度
（2018年度） 下関市立大学市民大学公開講座受講申込書

受講希望の講座に○印を付け、太枠内を記入してください。

ふりがな 男　・　女

氏　 名 年　齢

使用する車
のナンバー

講　座　名 受講料申　込　締　切○印

（例）下関　500　あ　1234

駐車許可証発行（○で囲んでください）

要　　・　　不要

歳

住　 所
〒 ー

ー ー
連絡先

（電話番号）

コンピュータに関する基礎知識
～コンピュータ基礎からウイルス対策まで

1

流通とはどのような経済活動か
～生産と消費を架橋する流通の役割

2

コレクター大名朽木昌綱3

アベノミクスにおける雇用問題
～近時日本経済の雇用調整について

～貨幣コレクションから日本史を見る

4

教養総合Ｄ5

※申込に伴う個人情報は、厳重に管理し、他の目的、用途では使用いたしません。

10/11

10/30

500円

500円

11/20 500円

12/ 4 500円

当日参加可

当日参加可

当日参加可

当日参加可

定員に達し次第締切
（先着順） 無 料

キリトリ 線
地域共創センター
公開講座のホームページへ



平成30年度
（2018年度） 下関市立大学 市民大学公開講座

松本　義之

30名（先着順）

本学　本館2階 Ⅰ-201 

コンピュータに関する基礎知識
～コンピュータ基礎からウイルス対策まで

◎対象/一般（高校生以上）
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秋学期

※都合により日時等の変更があります。

（下関市立大学 教授）

1
講座

1回

森　幸弘

30名（先着順）

本学　本館3階 Ⅱ-301 10/30
（火曜日）

18：30～20：00

10/11
（木曜日）

18：30～20：00

流通とはどのような経済活動か
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2
講座

1回

素川　博司

30名（先着順）

本学　本館3階 Ⅱ-301 12/4
（火曜日）

18：30～20：00

アベノミクスにおける雇用問題
～近時日本経済の雇用調整について

◎対象/一般（高校生以上）
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講
師 （下関市立大学　准教授）

4
講座

1回

櫻木　晋一

30名（先着順）

本学　本館3階 Ⅱ-301 11/20
（火曜日）

18：30～20：00

◎対象/一般（高校生以上）
◎形式/講演

内
　
容

場
所

定
員

500円

11/20
当日参加可（先着順）
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講
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3
講座

1回

濱田　英嗣　他

10名（先着順）

本学　A講義棟3階 A-301
水曜日（毎週）
9/26～1/16
14：50～16：20

各回の詳細については
大学HPを参照ください

教養総合D【開放授業】
◎対象/一般（高校生以上）
◎形式/講義

内
　
容

場
所

定
員

無料

定員に達し次第締切 12/26、1/2は
休講です

受
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切
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程

講
師 （下関市立大学　教授）

5
講座

全15回

高度成長以降、日本経済は、経済変動がもたらす種々の不安
定要因を克服しようとしてきました。そこで本講座では、直近
の問題として、現在進行中のアベノミクスによる雇用問題
への取り組みをとりあげ、とりわけ限定正社員にかかわって、
その評価を試みることにしたい。経済の安定化という視点
からお話しします。

現在社会において利用されている様々なコンピュータの
種類について説明します。インターネットやセキュリティ対策
についても解説します。

流通とは何か、どのような経済活動であるかをわかりやすく
お話しします。目まぐるしい環境変化のなかで、特に「小売
流通」の新たな動きについてもお話しします。

イギリスの大英博物館とオックスフォード大学アシュモリ
アン博物館に、江戸時代の朽木昌綱が収集した貨幣コレ
クションが収蔵されています。これらの資料を使って日本
貨幣史を概観します。

日本の食の現状は「豊食・飽食」といわれています。海外から
様々な輸入農水産物が流入する一方で、国内自給率は低下
中です。食の外部化率が高まり、ファストフード消費が増加
する反面、家庭の内食比率が下がり、健康的な日本型食生活
の維持存続が危ぶまれています。こうした状況下で、国も
食育基本法を制定し、日本人の健全な食生活の復活に取り
組んでいるが、その成果は早期に顕在するものでなく、
息長く取り組んでいくべき課題です。講義では「食と農・
食と漁」や下関市の食と食育について総合的に学びます。 

～貨幣コレクションから日本史を見る
コレクター大名朽木昌綱

10月20日（土）13時30分～15時30分　市民大学テーマ講座
「下関から地方創生に向けた大学の役割を考える」を

下関市立大学にて開催します。

　下関市立大学附属地域共創センターは、市民を対象に公開講座を開設する地域教育活動を実施
しています。この度、平成３０年度市民大学テーマ講座を開催いたします。詳しくは、後日大学ホーム
ページや市役所・図書館等に配布するチラシをご覧ください。参加は無料です。

下関市立大学附属地域共創センターからのお知らせ

秋の市民大学

公開講座へ

ようこそ！

～生産と消費を架橋する流通の役割
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